
１ 活動名 一時預かり保育施設「YASUMO武蔵小杉」について 

 

２ 調査の目的 

（１） 本市における課題 

少子化問題を考えるにあたり、子育て世代の選択肢を増やす必要がある。天候に左右されず出

かけることができる場所、共働きができる環境や親が休むことができる環境づくりなどが求めら

れる。 

（２） 調査の必要性 

上記の通り 

（３） 調査項目 

一時預かりの利用状況と効果 

 

３ 調査地選定理由 

（１） 一時預かり保育施設として１年間の実績があるため 

 

４ 調査結果 

（１）令和７年３月１９日 

（２） 出席者 １名 和久井悟 

（３） 成果・所感 

    育児休暇は休みであるとの考えから、子育て中に親が一人でゆっくり休むことへの罪悪感やプ

レッシャーを感じ、精神的に疲弊してしまう親が多いとのこと。 

    YASUMO は、複数の路線が乗り入れる武蔵小杉駅から徒歩 1 分の立地にあり、子どもを一時

的に預かってもらえる施設だが、子どもを預けるスペースのすぐとなりの部屋に防音のリラッ

クスルームがあることで｢同じ施設内にいる｣という安心感から、親がゆっくり休むことができ

る。また、煩わしい手続きや何週間も前に予約が必要ということもなく、空いていれば LINE

などで直前でも予約や利用ができるといった、民間ならではの機動性の高さも人気の一つであ

り、今後の少子化対策に有効な手段の一つであると感じた 

 

 

５ 政務活動費 

（１） 使途項目 調査旅費 

（２） 支出額  17,980 円（日当 3,000 円、交通費 14,980 円） 

 

 


